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こんな時、結構危険です！ 
 

 

図書館の本を汚損しやすい、紛失しやすい状況を両面にまとめています。

心当たりがある場合、そっと改めてください。 きちんと本を管理して、

どんどん図書館を利用しましょう！ 

 

汚損する危険    

 

◇食事中に本を読む→ 

続きが気になるのは分かりますが、自分では気づかないうちに油や調味料が本に飛び散り 

ます。後で続きを読もうと思って食卓に置いたら、机が汚れていて本に染みがつくことも。 

 

◇水回りに近いところで本を読む・保管する→  

水ぬれは本の大敵です。直接ぬれなくても、お風呂で本を読んでいたり、料理する際にキッ 

チンでレシピを参照したりすると、蒸気が本をいためます。 

 

◇カバンの中に本と水筒を一緒に入れる→ 

水筒の中身があふれて本が水浸しになったケースがあります。水筒だけでなく調味料など 

も危険。別々にするか、本をきれいな袋に入れてしばっておきましょう。 

 

◇遊びの達人が本の周りにいる→  

小さなお子さまがいらっしゃる場合、ふとしたすきに、悪気なく、噛んだり、ページを破って

紙ふぶきにしてしまったりするケースがあります。ぜひ保護者の方と一緒に読んでください。

また、ペットが噛むケースもあります。 
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紛失する危険 

 
 

◇旅行先に本を持っていく→  

  旅行先でうっかり失くすケースは多いです。旅は楽しいですが荷物のチェックはしっかりと。 

 

◇本が入った袋を置いたまま、他の用件を済ませる→  

買いものの際、本を自転車のかごの中に置きっぱなしにしたら、本が消えたというケースも

あります。少しの間でも身から離さずに。 

 

◇（本を）「断捨離」中である→  

引越しの時はもちろん、通常のごみ捨てで誤って図書館の本を捨ててしまうケースも聞き

ます。捨てるときには、図書館のバーコードの有無を確認してからにしてください。 

 

◇本をまた貸しする→  

自分が借りた本を他の人に貸してしまい、なくなってしまうこともあります。図書館の本は

お客様個人に貸し出しており、また貸しは認めていません。 

 
 

ご自身で気付いた危険事例    
                           

 

上に挙げたこと以外で気を付けた方がよいと思うことがあれば、このスペースに書いてくだ

さい。そして今後の本の管理に役立ててください。 

 

◇ 

 

 


